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発表の流れ 
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背景・目的 

分析・考察 

結論 

提案・実験 
座席数の増加 

 
 
 
 

カウンター
席 

テラス席 
ハイ 

テーブル 

 

   調査 
 
 
 
 

文献調査 

ヒアリング調査 

現地調査 

アンケート調査 

ビデオ調査 

学食が良くなる
といいねぇ・・・ 



筑波大学の現状 
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建物の老朽化、また時代の変化や学生の行動に 
対応できていない部分が見られる。 

キャンパス改善の余地がうかがえる。 



学食の課題 
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学食に関する問題を扱う 

ピーク時の混雑 

清潔感の欠如 

デザイン性の欠如 



目的 
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Ａ.問題・ 
ニーズの把握 

Ｂ.現状調査 
Ｃ.魅力的な 
学食に向けて

の提案 

学食における 



Ａ.問題・ニーズの把握 
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文献調査      A.問題・ニーズの把握 
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・学生生活実態調査（学群）平成20年度 
・学生生活実態調査（学群）平成22年度 

0%
10%
20%
30%
40%
50%

整備・充実してほしい施設 

4割以上の学生が学食に不満を持っている 
半数以上の学生が学食で昼食をとる 

学食 

53% 
自炊 

17% 

弁当  

11% 

その他 

19% 

昼食をとる場所 

この結果について 
 

厚生会はその後詳しい
調査を行っておらず、 
値段が1番の原因と 

考えている。 



ヒアリング調査   A.問題・ニーズの把握 
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学内の昼食時間帯以外の食堂利用者へのヒアリング調査 
            ＜4月27日(金)14：00-16：00＞ 
 

 Ｑ.利用目的は？ 
 

Ａ.授業の合間の暇つぶし、勉強、雑談 
 
 Ｑ.何故その場所(学食)を選んだのか？ 
 
Ａ.その時間の前後の授業の場所に近い 
  勉強目的では少しうるさい方が集中できる 



現地調査      A.問題・ニーズの把握 
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＜5月2日(水)12時～16時＞ 
 

東京大学 
 
○筑波大学同様、昼食時の混雑が問題 
○カウンターが多い 
 →勉強などもしやすい環境 
 
 

 
東洋大学 
 
○休憩の場所としても多くの人が利用 
 



実態調査アンケートA.問題・ニーズの把握  
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基本項目 
利用時間 
満足度 
利用頻度 
不満点 
利用実態 

アンケート概要 

利用状況 
問題点特定 
ニーズの把握 

目的 

全学群生 

調査内容 調査対象 

サンプル数 185 



実態調査アンケートA.問題・ニーズの把握 
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混雑していると感じている人が80％を超えている。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デザインが悪い 

雰囲気が良くない 

味が悪い 

１人で食べづらい 

清潔感がない 

値段が高い 

営業時間が短い 

狭い 

混雑している 

学食に対する不満 

感じる 

感じない 

無回答 



実態調査アンケートA.問題・ニーズの把握 
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利用する 
33% 

利用しな

い 
63% 

無回答 
4% 

食堂の食事以外の目的での利用 

食堂を食事以外
の目的で 

利用する人は 
4割未満 



実態調査アンケートA.問題・ニーズの把握 
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利用目的 

食事以外の利用目的としては 
勉強、雑談、休憩・暇つぶしが上位 

(人) 



Ｂ.現状調査 
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ビデオ調査        B.現状調査  
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5月30日(水)～ 
6月1日(金) 

 
10:45～13:00の 
お昼ピーク時前後 

 
 

ビデオ調査概要 

利用状況把握 
(滞在時間、 
利用の仕方、
グループ数等) 

目的 

3学食堂内の
85席 

調査日時 調査対象 



ビデオ調査        B.現状調査  
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ビデオカメ
ラ設置場所 

ビデオカメ
ラ設置場所 

2 

1 

3 4 5  6 

7 8 9 11 10 



ビデオ調査        B.現状調査 

 実施期間5月30日～6月1日  席の利用状況 
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1
11:00 12:00

2

8
9
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(上図 5月30日 11:00～13:00) 

■食事 
■席とり 
■その他 

11:00 12:00 13:00 
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人数別グループ数・平均滞在時間 平均滞在時間 

ビデオ調査       B.現状調査 

18 1人で3学食堂を利用している人が最も多い 

1人の滞在時間は短い 

（分） （人） 

■人数別 
 グループ数 



ビデオ調査        B.現状調査 
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お昼のピーク時は利用率は90％近くになる 
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Ｃ.魅力的な学食に 
向けての提案 

 

20 



提案    C.魅力的な学食に向けての提案 
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空間の有効利用 混雑緩和 

ハイテーブルの
設置 

テラス席の設置 
カウンター席の 

設置 

ニーズに合った 
空間づくり 

魅力的な 
学食づくり 
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提案    C.魅力的な学食に向けての提案 

テラス席 

ハイテーブル 

カウンター席 新たに設置した席 



3学食堂奥のスペースの有効活用 
座席数増加による混雑緩和 

1人利用者のニーズへの対応   

提案    C.魅力的な学食に向けての提案 
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before after 

３学食堂･カウンター席 



提案    C.魅力的な学食に向けての提案 
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３学食堂・テラス席 
   

before after 

屋外の芝生の有効活用 
座席数増加による混雑緩和 

開放的な空間づくり 



提案    C.魅力的な学食に向けての提案 
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３学食堂・名店街の間のハイテーブル 
   

before after 

デッドスペースを活用 
座席数増加による混雑緩和 
おしゃれな空間づくり 



3学食堂への影響 
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全体 n=88 

緩和さ

れた 

27% 

緩和さ

れてい

ない 

65% 

無回答 

8% 
混雑緩和 

容易に

なった 

27% 

容易に

なって

いない 

66% 

無回答 

7% 
席の確保 

緩和さ

れた 

38% 
緩和さ

れてい

ない 

59% 

無回答 

3% 

混雑解消(昼休み) 

容易に

なった 

38% 
容易に

なって

いない 

59% 

無回答 

3% 

席の確保(昼休み) 

主に昼休み(11：25－12：15)に利用する人 n=46 

混雑緩和や席の確保に影響を与えた傾向が見られる 



3学食堂への影響 
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カウンター 効果や問題点 
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35
（人） 

・昼食ピーク時しか使用されなかった 
・デザインが悪い、奥にあって使いづらいという意見があった 
・利用しやすい、 1人で使いやすいという意見も多くあった 



テラス 効果や問題点 
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0
5

10
15
20
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40

（人） 

・ピーク時以外にも活用されていた 
・雑談など食事以外の目的でも利用されていた 
・利用しやすい、開放感があるという意見が多くあった 
・日差しや管理の問題などがあった 



ハイテーブル 効果や問題点 
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0
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30

（人） 

・昼食以外にも利用されていた 
・利用しやすい、おしゃれ、今後も利用したいという意見があった 
・配置によっては乱雑に見えるという問題も見つかった 
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結論 A.問題・ニーズの把握 

●問題点 

様々な不満の要因 

空間利用の問題点 

混雑は大きな問題 

オフピーク時の利用 
デッドスペースの存在 



結論 
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A.問題・ニーズの把握 

●ニーズ 

食事以外の利用 
目的などの調査 

学食は学生が集まれる
空間としてのニーズ 



B.現状調査 結論 
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ビデオ撮影の結果 
お昼休みの時間帯は 

学食は混雑 

ニーズにどの程度 
応えるか考える必要性 

グループの人数 
などによる 
ニーズの違い 



C.魅力的な学食に向けての提案 結論 
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利点 問題点 

カウンター １人で使いやすい デザインが悪い 
奥まった所にある 

テラス おしゃれ 
開放感がある 

日射がある 
管理が困難 

ハイ 
テーブル 

おしゃれ 
  

人目につきやすい 
椅子の配置が乱雑 

改善案の利点・問題点 

これらをふまえて改善案に提案を付け加える 



結論  

●カウンター、テラス、ハイテーブルの提案 
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ハイテーブル 

テラス 

カウンター 
   デザインを改善 

入り口付近に配置 

パラソルをつけるなど日陰をつくる 
管理法を徹底する 

イスの種類を工夫 
テーブル間や人の動線を考慮 

C.魅力的な学食に向けての提案 



他のデッドスペースに学食の客を誘導させて混雑緩和を促す 

結論  
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厚生会に成果を提出するなどし、学校全体の活動につなげる 

体芸食堂への応用(デッドスペースの活用等) 

BGMにより回転率をあげる 

C.魅力的な学食に向けての提案 
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